
第２期柏市スポーツ推進計画（中間見直し版）　基本施策別事業進捗表

大項目 中項目 具体的施策 内容 事業展開 主な実施内容

市民スポーツ大会の支援

・市民スポーツ大会を市と共催で実施しており，各大会で使用するスポーツ施

設の利用料金の減免補助を行っている。

・広報かしわや市ホームページでの広報など，参加者募集に係る協力を行って

いる。

手賀沼エコマラソン大会の充実

・平成29年度（第23回大会）から日本陸上競技連盟の公認大会（ハーフマラソ

ン）として実施している。

・令和6年度は第30回記念大会のため，ハーフマラソンの他，5マイルの部

（8km）を新設。合計8,996名のエントリーに対し，約7,700人を超えるラン

ナーが出走した。また，今年度は給水で出た紙コップを回収してリサイクルす

るなど「エコ」の取組み強化を図っている。

柏市新春マラソンの充実

・参加者の健康増進と体力向上のため，毎年1月に県立柏の葉公園にて新春マラ

ソンを開催。令和6年度で第64回目を迎える。

・平成29年度から市外参加者の制限を撤廃し，名称を「柏市民新春マラソン」

から「柏市新春マラソン」に変更。

・例年約1,500人のランナーが出走している。

スポーツ協会加盟の競技団体によるスポーツ

教室の開催
・レスリングや弓道等，各競技ごとに不定期に開催している。

指定管理者の自主事業によるスポーツ教室の

開催

・指定管理者が主体となり，体育館の空き時間など，スポーツ施設で定期的に

各種教室を開催することで利用者の増加を図っている（ヨガ教室，体操教室，

テニス教室等）。

大人のスポーツテストの定期的な実施

・平成28年度から平成30年度まで中央体育館及び県立柏の葉コミュニティ体育

館の2箇所で実施。令和元年度はより多くの方に参加してもらえるようモラー

ジュ柏，イオンモール柏の大型商業施設を加え簡易な体験会を開催した。

・令和2年度以降，新型コロナの影響で実施ができず終了している。

　◆参加者数

　　平成28年度：86名，平成29年度：85名，平成30年度：114名，

　　令和元年度：401名

③ニュースポーツの

普及

柏市スポーツ推進委員による学校体育施設を活用

したニュースポーツ体験教室等を開催し，誰もが

気軽に楽しめるニュースポーツの普及を図りま

す。

スポーツ推進委員の各支部による定期的なス

ポーツイベント等の実施

・市内5地区（東・西・南・北・沼南）に分割した各支部において，市内小学校

にて毎月1～２回定期的にスポーツイベントを開催。小学生を対象にふうせんバ

レーやショートテニスを実施するなど，誰もが気軽に楽しめるニュースポーツ

の普及に取り組んでいる。

・参加者は支部によって異なるが1回20名程度。

(1) 気軽に楽しめ

るスポーツの充実

基本施策１

多様な参加ができ

る「する」スポー

ツの充実

①市民スポーツ大

会・イベントの充実

年間を通じて様々なスポーツ大会の後援及び側面

支援をするほか，マラソン大会をはじめとしたス

ポーツイベントの充実を図ります。

　　　　 　　　　※具体的施策の緑色網掛けは重点的な取組み　　　　　【令和6年度第2回柏市スポーツ推進審議会資料】　　　　　　　

②スポーツ教室等の

充実

市民のスポーツへの参加を促進するため，スポー

ツ協会や指定管理者と連携し，市民ニーズに応じ

たスポーツ教室等を開催します。
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大項目 中項目 具体的施策 内容 事業展開 主な実施内容

ＰＴＡや地域住民組織などから派遣要請され

るスポーツ推進委員の派遣活動の推進

・PTAや地域住民団体等から依頼があった場合に，指導者の育成や団体の自立

を目的としてスポーツ推進委員が出向き，運営のサポートや競技指導を行って

いる。

　◆R5実績：22件（主な依頼元：ふるさと協議会，青少年健全育成協議会な

　　ど）

関係機関，関係部署との連携によるスポーツ

に親しむ機会の拡大

・柏レイソルと連携し，公式戦がない日に年1回，近隣の公立保育園（1～2園，

4・5歳クラス約40人）を三協フロンテア柏スタジアムに招き，園児が天然芝の

ピッチで遊ぶイベントを開催し，幼児期から運動に親しむ機会を提供してい

る。

柏市スポーツ推進委員によるニュースポーツ

体験教室の開催

・市内5地区（東・西・南・北・沼南）に分割した各支部において，市内小学校

にて毎月1～２回定期的にニュースポーツを中心としたスポーツイベントを開催

している。(主に子どもを対象に1回20名ほど参加)

・スポーツ推進委員全体で実施する本部事業を年3回柏市中央体育館にて開催し

ており，障がいの有無に関わらず参加できる「ニュースポーツまつり」やチー

ム対抗戦型の「ボッチャ大会」「ふわどっち大会」等を通じて子どもたちがス

ポーツをするきっかけを提供している。（各回約100人の参加）

小学校の放課後を活用した「運動苦手克服教

室」の充実

・児童の技能習得と教師の体育授業におけるスキルアップを目的に，民間ス

ポーツクラブの指導者を派遣する小学校体育サポート教室事業を実施（内容は

跳び箱を中心とした器械体操）。

・令和元年度のスポーツ課の市長部局への移管に伴い，教育委員会指導課に所

管替えを行い継続している。

小学校の授業で実施する「運動教室」の充実

・YBC柏と小学校が連携し，全校希望調査で手が挙がった小学校の体育授業に

おいてティーボール教室を開催し，所属選手にボールの投げ方や打ち方の指導

を行ってもらい，運動能力や技能向上を図っている。

　◆R6実施：5校，R5実施：6校

スポーツドリームかしわの開催

・障がいの有無，競技や種目にとらわれず，多くの市民がスポーツや運動を始

める「きっかけ」づくりを提供する場として開催。

・令和4年度から多世代が身近に訪れる大型商業施設で開催しており，子どもの

体力づくりと保護者のスポーツへの関心・参加促進に繋げている。

・令和6年度は5月と10月の各日曜日に開催し，未就学児の親子を中心に各回

3,000人近い方にラグビー，サッカー，バスケ等のスポーツを体験していただい

た。また今年度は，国際大会に出場する選手のなわとび，チアダンス等のス

テージパフォーマンスを新たに導入することにより，スポーツに対する意欲関

心（ドリーム），高揚感を高めることができた。

柏市スポーツ推進委員によるニュースポーツ

体験教室の開催（再掲）
（再掲）

(1) 気軽に楽しめ

るスポーツの充実

基本施策１

多様な参加ができ

る「する」スポー

ツの充実

子どもの体力づくりと保護者のスポーツへの参加

を促進するため，親子・家族向けのスポーツイベ

ントを開催します。

⑥親子スポーツの促

進

④子ども（幼児期）

の体力づくりの推進

子どもの体力の向上を図るため，遊びを通じて基

本的な運動を取り入れ，子どもが積極的にスポー

ツに親しむ機会をつくります。

⑤小学校体育活動の

支援

小学校と連携して，児童に運動やスポーツの楽し

さや喜びを伝え，基礎的な知識と技能を身につけ

るプログラムを実施します。また，体育指導者を

対象にした指導方法の研修を実施します。
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大項目 中項目 具体的施策 内容 事業展開 主な実施内容

⑦成人スポーツの充

実

スポーツ実施率が低い若年層（２０・３０代）に

対しては，スポーツを普段の生活に取り入れても

らうためのきっかけづくりや，継続を促す取り組

みを実施します。

大型商業施設等の身近に訪れる場所での体験

イベントの開催

・スポーツになじみの無い層を対象に，自身の基礎体力を手軽に知ってもらう

ため，大型商業施設での体力年齢診断を開催（令和元年度）。

・令和4年度からは，スポーツドリームかしわをセブンパークアリオ柏で開催す

ることで親子世代の参加が増え，大人へのアプローチができている。

柏市スポーツ推進委員によるニュースポーツ

体験教室の開催（再掲）
（再掲）

スポーツ，レクリエーション交流会の開催

・市民スポーツ大会やスポーツ推進委員が開催するスポーツイベントにおい

て，グラウンド・ゴルフやボッチャといった高齢者でもスポーツに参加できる

機会を提供している。

・高齢者支援課が発行している「シニアはつらつガイドブック」において，ス

ポーツができる施設やヨガ・シニア体操などの健康づくりに関する教室の情報

を掲載している。

・令和6年度には，スポーツドリームかしわにて「フレイル予防啓発ブース」を

展開し，他部署（地域包括支援課）との連携を図っている。

スポーツ交流会やスポーツ教室の開催

・障がいの有無に関わらずスポーツを楽しめる場の提供と，障がい者スポーツ

の体験を目的としたイベントを，令和元年度に我孫子市と共催で実施し，障が

い者を含む約100名の方に楽しんでいただいた。

・NPO法人スマイルクラブと連携し，市内小中学校に出向いてパラバドミント

ン教室を開催した。

　◆R4実績：8校（うち，1校は特別支援学級）

・スポーツドリームかしわにおいて，社会福祉協議会や障がい者団体と連携

し，ボッチャやバッゴーなどユニバーサルスポーツを気軽に体験できるブース

を設置。親子連れを中心に多くの市民の参加を得た。

障がい者スポーツの情報発信

・平成30年度に「柏市障がい者スポーツ推進連絡会」を設置し，関係機関や障

がい者支援団体と連携した障がい者スポーツの普及や情報交換を図っている。

・市ホームページに「障がい者スポーツ」特設ページの開設を検討中。

⑩感染症の拡大防止

とスポーツ活動の両

立

感染拡大防止とスポーツ活動の両立を目指すた

め，在宅でも出来る運動・スポーツの普及や施設

ごとの感染症拡大防止ガイドラインの周知徹底を

図ります。

在宅でも出来る運動・スポーツの普及

・コロナ禍で外出できない時期に，心身の健康の保持増進等を目的とした，屋

内でもできる「おウチdeトレーニング」を令和2年度にホームタウンチームの協

力を得て作成し，市ホームページにて公開しているが，公開後は更新できてい

ない。

①競技大会への参加

支援

競技スポーツの普及，強化を図るため，各大会に

出場する選手，団体に対し，奨励金等を交付しま

す。

県民大会の派遣費補助

・本市のスポーツ振興を図る目的で，柏市スポーツ協会が派遣する県民スポー

ツ大会参加者の旅費（全額）・参加費（全額）・宿泊費（一部）について，補

助金による支援を行っている。

　◆R6実績：【夏】水泳，セーリング，体操，ゴルフ，ボウリング，卓球

　　　　　　 【秋】バレーボール，陸上，クレー射撃など（予定）

　　　　　　 【冬】サッカー，スキー（予定）

基本施策1

多様な参加ができ

る「する」スポー

ツの充実
⑨障がい者スポーツ

の促進

障がい者スポーツの普及・発展のため，関係機関

や団体との連携をとり，障がいのある方がスポー

ツ活動に参加できる環境を充実していきます。

⑧高齢者のスポーツ

促進

高齢者がスポーツに参加できる取り組みを推進し

ます。また，高齢者の生きがいづくりや介護予防

事業などとの連携を視野に入れて取り組みます。

(1) 気軽に楽しめ

るスポーツの充実
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大項目 中項目 具体的施策 内容 事業展開 主な実施内容

②トップアスリート

との交流・連携の促

進

本市に拠点を置いている多くのホームタウンチー

ムと連携し，トップアスリートやホームタウン

チームの人材を活用した講演会や実技指導を行い

ます。

ホームタウンチームと連携したスポーツ教室

の開催

・東京オリパラ開催年度までの時限事業として，トップアスリートを講師に招

き講演会を開催した。トップアスリートと触れあうことでスポーツの素晴らし

さを広く市民に体感してもらえる事業となった。

　平成28年度：佐古賢一氏（バスケットボール）

　平成29年度：増田明美氏（マラソン）

　平成30年度：小宮山悟氏（野球）

　令和元年度：北嶋秀朗氏（サッカー）

・ENEOSサンフラワーズと連携し，毎年8月に市内の中学女子バスケットボー

ル部員（市内全中学校対象，各校4名まで）を対象としたバスケットボール教室

を沼南体育館で開催している。

　◆R6実績：8月3日（土）参加者65名

③スポーツ教室の開

催

スポーツ協会の加盟団体等による競技者を対象と

した各種目のスポーツ教室を開催し，競技者の技

術向上を図ります。

スポーツ協会加盟の競技団体によるスポーツ

教室の開催（再掲）
（再掲）

総合型地域スポーツクラブ間の定期的な意見

交換会の開催

・総合型地域スポーツクラブの設立から3年間は，補助金を通じて団体の活動費

の一部を支援しているが，定期的な意見交換会は実施できていない。

市内総合型地域スポーツクラブの１日体験ク

ラブの実施

・身近な地域で多世代，多種目，多志向で「いつでも，どこでも，誰とでも」

スポーツを楽しむことができる総合型地域スポーツクラブは市内で6団体あり，

平成31年度に設立された「まちサカ」では，未就学児から大人までの約280名が

柏の葉小などでサッカーやフットサルを中心とした活動を行っている。

②広報活動等の支援
総合型スポーツクラブの認知度を高めるための広

報活動を継続して行います。

総合型地域スポーツクラブの会員増加及び，

イベントの情報発信
・広報誌や市ホームページ，スポーツ課公式X（旧twitter）などで随時掲載

市のホームページやＳＮＳによるタイムリー

な情報提供
・市ホームページやスポーツ課公式X（旧twitter）などで随時掲載

柏レイソルなどのトップチームの活躍を市の

ホームページやＳＮＳ等で情報発信

・表敬訪問などイベントの様子を市ホームページや共生・交流推進センター公

式X（旧twitter）などで随時掲載している。

②ホームタウンチー

ム等との協働

プロや実業団チームの試合を間近に観戦し，ス

ポーツ観戦の興奮や感動を与える機会を提供しま

す。

ホームタウンチームの競技観戦の機会の提供

・柏レイソル，NECグリーンロケッツ東葛などのプロスポーツチームと連携

し，小学生や中学生を対象とした公式戦への無料招待企画を実施している。

　◆R6実績：柏レイソル：2024シーズン9試合300枚

地域のメディアと連携した多様なスポーツの

情報提供の検討

・ラグビーワールドカップ2019において柏市がニュージランド代表のキャンプ

地となったことを契機に，地域で配布しているフリーペーパーと連携し，キャ

ンプに関連したイベント情報などを掲載。

市ホームページにて，アマチュアの市民アス

リートの活躍を紹介

・県大会や全国大会で顕著な成績を収めた市民アスリートを広報誌や市ホーム

ページで紹介しているが，更新頻度等，更なる充実を図る必要がある。

（市ホームページ：「アッキーのカシスポ応援したいっっ！！」，広報誌：

「フルエール」，「Kashiwa Photo Diary」など）

①スポーツ観戦情報

の提供

大規模イベントやトップアスリートが参加する大

会だけでなく，市内で開催されるスポーツ大会や

市内のチーム・選手などが出場する大会の情報提

供を行います。

①メディアの活用

スポーツの魅力を引き出すためには，メディアに

よる盛り上げは欠かせません。

地域のメディアとの連携を図り，ケーブルテレ

ビ，新聞，地域誌，市ホームページなど多様な媒

体を通じたＰＲを検討します。

活動拠点として学校体育施設や公共スポーツ施設

を提供します。(3) 総合型地域ス

ポーツクラブの支

援

(1) 観戦スポーツ

の推進

(2) 魅せるスポー

ツの推進

基本施策1

多様な参加ができ

る「する」スポー

ツの充実

(2) 競技力向上の

促進

基本施策２

魅力ある「みる」

スポーツの充実

①活動の支援及び，

活動拠点の提供
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大項目 中項目 具体的施策 内容 事業展開 主な実施内容

②観るイベントの開

催

市民のスポーツへの関心を高めるため，多くの市

民が関心を持つ大会などの観戦イベントを行いま

す。

パブリック・ビューイング等の開催

・ラグビーワールドカップ2019においてニュージランド代表の試合のパブリッ

クビューイングをららぽーと柏の葉にて開催。

・令和4年大相撲五月場所にて，柏市出身力士の「隆の勝関」の優勝がかかった

千秋楽のパブリックビューイングをパレット柏にて開催。

手賀沼エコマラソンなど，ボランティアとし

て参加する機会の創出

・手賀沼エコマラソンについては関係団体のほか，広報誌にて広く運営ボラン

ティアの募集を実施している。また，庁内全体に呼びかけ，職員ボランティア

の募集を行っている。（当日は，約1,000人のボランティアが参加）

・新春マラソンについては，運営はスポーツ協会加盟団体会員やスポーツ推進

委員などの関係団体で行い，一般ボランティアの募集は行っていない。（当日

は，約300人のボランティアが参加）

・スポーツドリームかしわについては，ボランティアとしてブース運営が可能

な団体を募り協力いただいている。（当日は，約115人が協力）

スポーツボランティアの意義や価値をＰＲす

る広報活動の推進
・広報誌等にてボランティア参加者を募集

②柏市スポーツ推進

委員の活動の充実

柏市スポーツ推進委員が，市民のニーズに応じた

活動の場が広がるよう，研修会や他団体との指導

交流などによるスキルアップを図ります。

柏市スポーツ推進委員のスキルアップ研修会

等の開催

・毎年3回，柏市スポーツ推進委員の全体研修会を実施しており，本部事業で実

施する種目の審判講習の実施や各支部でも研修を実施している他，県主催の研

究大会や研修会への参加など，委員の能力向上に取り組んでいる。

　◆R6本部実績：9/24（土）ボッチャ研修会　24名参加

③大学への施策展開

地域のスポーツボランティアの充実に向けて，学

生がスポーツボランティアに取り組む仕組みを検

討し，スポーツを通した大学の地域貢献活動を促

進します。

学生スポーツボランティア制度の検討

・市内近郊の大学と連携したスポーツ推進委員の募集を検討中

・市主催のスポーツイベント等（エコマラソン，スポーツドリームかしわ）に

おいてボランティアスタッフとして当日運営の参加機会を設けている。

スポーツ顕彰制度

・市民の競技スポーツに対する意識の高揚等を図ることを目的に，スポーツ活

動で優秀な成績を収められた個人や団体に対し，年度末に柏市民文化会館小

ホールにて顕彰式を実施している。

・平成28年度から障がい者スポーツの大会も交付対象に加えている。

・R5実績：89件（国際大会入賞：21件，全国大会３位以内：68件）

国際大会・全国大会出場団体等への奨励制度

の充実

・スポーツへの意欲を高め，競技力の向上を図るため，全国大会や国際大会に

出場する市民を対象に奨励金を交付しており，交付件数は増加傾向にある。

・平成28年度から障がい者スポーツの大会も交付対象に加えた。

・平成30年度に国際大会出場時の奨励金交付単価を25,000円から50,000円に増

額。

　◆R5実績：337件（国際：31件，全国306件）

(1) スポーツボラ

ンティア活動の推

進

①奨励制度等の充実

上位大会にて優秀な成績を収めた選手，団体に対

する顕彰を行います。また，スポーツ団体の活動

に対する補助制度の充実を図ります。

①スポーツボラン

ティアの活動機会創

出と育成

手賀沼エコマラソンなどのスポーツイベントに参

加できる機会の拡大に努め，気軽に参加できる活

動であることをＰＲするため，広報宣伝活動を推

進します。また，地域スポーツを支えるボラン

ティアの育成に努めます。

(2）奨励制度等の

充実

基本施策３

感動を分かち合う

「ささえる」ス

ポーツの充実
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大項目 中項目 具体的施策 内容 事業展開 主な実施内容

(3) スポーツ指導

者の育成

①スポーツ指導者の

資質向上支援

競技スポーツや地域のスポーツ活動を支える指導

者の育成を図るため，専門的知識・技能のレベル

アップに向けた研修等を実施します。また，ス

ポーツによって生じる事故，外傷，障害等に関わ

るスポーツ医・科学的な知見の学習や，AED操作

方法の講習などもあわせて実施します。

指導者スキルアップ講習会の開催

・スポーツを取り巻く様々な環境変化の中で，指導者がスポーツに関する幅広

い知識と理解を深め，資質向上を図ることで，競技者が安全安心に活動できる

よう，スポーツ指導者を対象に令和5年度から年間5～6つのテーマを設けて講習

会を実施。

・市内で最も多くのスポーツ団体が加盟している一般社団法人柏市スポーツ協

会に委託し実施。

　◆R6テーマ：中高年者向けの運動指導法及び実技講習，プレーヤーズセン

　　タードコーチング，逆境を乗り越え挑戦していく気持ちを育てる指導法講

　　習会，多様性社会における子供が伸びる指導法講習会，AED実技講習，審

　　判講習会

①定期的に利用する

団体の活動拠点の提

供

公共スポーツ施設の有効活用と地域スポーツ団体

の育成を図るため，登録制による定期的な団体利

用を推進します。

「定期利用サークル」の活動拠点の優先的な

提供

・現在，約130のスポーツ団体が活動拠点としてスポーツ施設(体育館・運動場)

を定期的に利用している。

・一般利用の少ない平日における定期利用サークルの施設利用促進を図ること

で公共スポーツ施設の有効活用につなげている。

・市民の自主的なスポーツ・レクリエーション団体活動を支援することで，ス

ポーツを通じた生きがいづくり，仲間づくり，地域コミュニティの活性化にも

寄与している。

柏市公共施設等総合管理計画に基づく計画的

な施設改修

・各施設で老朽化が課題となっており，市全体の施設管理計画である「柏市公

共施設等総合管理計画」や各種保全計画に基づき計画的な施設改修を行ってい

る（R2年度中央体育館大規模改修，市民プール・運動場の管理棟屋上防水及び

外壁塗装，受変電設備更新等）。

・簡易な修繕や工事については，施設稼働率や市民ニーズ，危険度などを見極

めながら施設改修を実施している（市民プール濾過器や床面改修工事，大津庭

球場夜間照明のLED化，各庭球場の人工芝等補修工事）。

指定管理事業者と協働による施設の利便性の

向上

・ソフト面とハード面の施設利便性向上を目的に，指定管理者と月に2回定例会

議を実施し，施設や設備の不具合や修繕の優先度合い等の共有を定期的に行い

迅速な対応につなげている。

・令和5年度から体育館や一部の運動場にキャッシュレス決済を導入しソフト面

での利便性向上を図っている。

③ネーミングライツ

導入の推進

市が所有する公共スポーツ施設において，ネーミ

ングライツの導入を進め，財源の確保と施設の

サービスの維持・向上を図ります。

公共スポーツ施設におけるネーミングライ

ツ・スポンサー契約の締結

・現在，富勢運動場野球場と塚崎運動場野球場でネーミングライツの契約を締

結している。(富勢運動場野球場=フィールドフォースB-SITE TOMISE，塚崎野

球場=AKIRA塚崎野球場)

・命名権の付与に対して，ネーミングライツ料や施設設備（電光掲示板）の整

備が行われており，財源確保と施設サービスの向上につながっている。

④感染症の拡大防止

とスポーツ活動の両

立

感染拡大防止とスポーツ活動の両立を目指すた

め，在宅でも出来る運動・スポーツの普及や施設

ごとの感染症拡大防止ガイドラインの周知徹底を

図ります。

公共スポーツ施設における感染症拡大ガイド

ラインの周知徹底

・新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い，市内各スポーツ団体等に対し感染

症拡大防止ガイドラインの周知徹底を図った。また，市民プールの休止や体育

館トレーニング室の人数制限など具体の感染症拡大防止に努めた。

(1) 公共スポーツ

施設の有効活用

基本施策４

気軽に利用できる

「場所」の充実

(1) 公共スポーツ

施設の有効活用

②公共スポーツ施設

の充実

市全体の施設管理計画を踏まえ，既存施設の計画

的な改修を進めます。また，施設利用者の利便性

を考慮した環境整備を図ります。
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大項目 中項目 具体的施策 内容 事業展開 主な実施内容

①学校体育施設開放

事業の充実

地域住民の身近なスポーツ活動の場として利用で

きるよう，学校の実態に応じた開放を推進しま

す。

小・中・高等学校の体育施設を地域のスポー

ツ団体へ開放

・現在，約465団体が地域の身近なスポーツ活動拠点として学校体育施設（体育

館・校庭・武道場）を定期的に利用し，スポーツ活動に取り組んでいる。

・団体間の利用調整については，各学校に設置している学校開放運営委員会

（教頭，各団体代表，スポーツ推進委員等で組織）にて行っているが，近年，

利用団体が多く新規団体が入りづらい環境にある。

②総合型地域スポー

ツクラブの支援（再

掲）

身近な生活圏で気軽にスポーツに親しめる環境を

つくるため，クラブが活動するための支援を行い

ます。

総合型地域スポーツクラブの活動拠点の提供 （再掲）

③学校プールの有効

活用

夏季の学校休業期間中，小学校のプールを開放

し，地域の児童の運動の場を提供します。
小学校プール開放事業の充実

・これまで小学校のプールを活用し実施していた夏休みの小学生向けプール開

放事業を，近年の猛暑による暑さ対策や学校プールの老朽化等を背景に，令和5

年度から市内民間スポーツクラブの屋内プールで実施している。

　◆実績（利用者数）

　　令和6年度：2,918人　令和5年度：2,815人

　◆開放施設（市内8事業者）

　　柏洋スイマーズ（江戸川台，柏，南増尾），メガロス柏

　　オークスベストフィットネス柏，ダンロップスポーツ（豊四季，南柏）

　　セントラルウェルネスクラブ24

民間スポーツクラブの温水プールの利用機会

の提供

・令和6年度現在，市内民間スポーツクラブ3事業者と協定を締結し，柏市ス

ポーツ施設利用登録証を提示することで，年間を通じて市民が気軽にプールを

利用できる機会を提供している。

企業・民間スポーツクラブとの協働事業の実

施

・平成28年度に柏フィットネス振興会（ゴールドジム柏千葉，オークスベスト

フィットネス柏，メガロス柏，セントラルウェルネスクラブ24柏）と連携協定

を締結し，R2コロナ禍前まで，体力年齢診断事業をはじめとしたスポーツ活動

を実施した。

・東京2020オリパラ競技大会の機運醸成及び地域活性化を推進するために，令

和2年にコカ・コーラボトラーズジャパン株式会社と連携協定を締結。令和4年

の第28回手賀沼エコマラソン大会にて，各給水所で使用する「アクエリアス」

と「いろはす」の飲料協賛をいただいた。

・令和5年度から夏休みの小学生向けプール開放事業を民間スポーツクラブの

プールで実施している（市内8事業者）。

市のホームページに掲載するスポーツ関連情

報の充実

・市ホームページでホームタウンチーム関連の情報を掲載。令和元年度からア

マチュアスポーツの情報も集約し，スポーツ関連情報を一括して提供するよう

運用を変更しているが，更新頻度等，更なる充実を図る必要がある。

公共機関や店舗，医療機関などと連携した情

報提供

・イベント開催告知ポスターやチラシの掲載依頼を随時実施している。

（スポーツ施設，近隣センター，市内小中学校，市内保育園・幼稚園，大型商

業施設，民間フィットネスクラブなど）

①企業・民間スポー

ツクラブとの連携

企業・民間スポーツクラブと相互に連携を図りな

がら市民のスポーツ活動を活性化させるため，民

間施設の利用提携などを進めていきます。

①効率的なスポーツ

情報の発信

市民のニーズに即した幅広いスポーツに関する情

報提供を進めます。

(2) 学校体育施設

の活用の促進

(3) 企業・民間ス

ポーツクラブとの

連携

基本施策５

スポーツを楽しむ

きっかけとなる

「情報」の充実

(1) スポーツ情報

の発信

基本施策４

気軽に利用できる

「場所」の充実
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大項目 中項目 具体的施策 内容 事業展開 主な実施内容

LINEなどSNSを活用したスポーツ情報発信の

効果的な運用

・令和3年度からLINEによる情報配信の運用開始予定であったが，実際に運用

はできていない。スポーツ課X（旧：Twitter）については，主にイベントの告

知手段として活用している。

市のホームページやＳＮＳによるタイムリー

な情報提供
（再掲）

柏レイソルなどのトップチームの活躍を市の

ホームページやＳＮＳ等で情報発信
（再掲）

②スポーツ観戦情報

の提供（再掲）

大規模イベントやトップアスリートが参加する大

会だけでなく，市内で開催されるスポーツ大会や

市内のチーム・選手などが出場する大会の情報提

供を行います。
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